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　消防力の強化に向け、毎年行われ
る消防出初式。寒風にも負けず、今
年も車両行進などが行われました。
市民の皆さんの大切な命を守り、安
心して暮らすことができるまちづくり
を推進するため、市政をさらに前へ
と進めます。



医療系大学が所在するという本市の強
みを生かして、看護師を志す学生を対象
にした奨学金制度を創設し、大学や医療
機関と連携を図りながら進めることで、市
内の看護師不足の解消と定着化につな
げます。
多胎児妊婦の健診に対する経済的な負担
を軽減するため、検査費用の助成制度や、
特別な理由により再度定期予防接種が必
要となる方への予防接種費用の助成を開
始するなど、必要な医療が安心して受けら
れる環境の充実に取り組みます。
障がい者福祉では、夢や生きがいを持っ
て暮らしていけるように、「すずかハートフ
ルプラン」の全面改定に向けた取り組み
を推進します。
医療的ケア児の支援体制を強化するた
め、地域生活支援事業の日中一時支援
事業において、新たな費用加算制度を創
設します。

コロナ禍での
フレイル予防
として、身体機
能や認知機能
の維持、向上
のための予防
プログラムを、
サロンや自宅
で取り組むこ
とができるよう
支援します。

多様化する福祉へのニーズや制度の狭
間問題などに対し、鈴鹿市社会福祉協議
会と一体となって、福祉分野の垣根を超
えた包括的な相談支援を行う重層的支
援体制の構築に取り組み、地域共生社
会の実現をめざします。

子どもの成長を一元的に把握できる「す
ずっこファイル」を全ての新生児に配布す
ることで、保護者に寄り添った早期からの
支援につなげます。
利用者のニーズが高く待機児童の発生が
予想される小学校区においては、新たな放
課後児童クラブの設置を支援し、待機児童
の発生がないように努めます。
ＧＩＧＡスクール構想により整備した児童・
生徒一人一台パソコンを活用した授業を
さらに推進することで、児童・生徒の学力
向上はもとより、ＩＣＴ機器を日常的に活用
し、主体的で対話的に深く学ぶことができ
る次世代の人材育成につなげます。
ＩＣＴ教育の推進、部活動の振興、給食
費の公会計化など新たな取り組みの推
進により、教育活動の一層の充実と働き
方改革に努め、学校教育の質の向上に

つなげます。
ＡＧＦ鈴鹿陸上競技場の第3種公認更新
のための改修工事、石垣池公園市民
プールの解体および跡地の整備に着手
し、トイレや駐車場などを増設することに
より、快適な利用環境を整えることで、ス
ポーツ人口の増加や競技力向上につな
げます。

「子どもの未来を創り 豊かな文化を育むまち すずか」「子どもの未来を創り 豊かな文化を育むまち すずか」

「みんなが輝き 健康で笑顔があふれるまち すずか」「みんなが輝き 健康で笑顔があふれるまち すずか」

改修工事が行われるAGF鈴鹿陸上競技場

自宅で取り組むフレイル予防

型コロナウイルス感染症が社会の脅威
となり、早3年目を迎えました。本市に

おきましても、令和2年度、3年度において、市民
の皆さまや事業者の皆さまへの感染症対策、
生活支援策、経済対策などを講じてきました。
　この間、最優先課題である感染症対策に
ご協力をいただいている市民の皆さま、事業者
の皆さまに感謝申し上げます。
　また、ワクチン接種および感染拡大防止に、
ご尽力をいただいている鈴鹿市医師会をはじ
めとした、本市の医療、保健、介護を支える多
くの方々に衷心より敬意を表しますとともに、
深く感謝を申し上げます。
　本年12月1日に、本市は市制施行80周年の
節目を迎えます。このたびの80周年では、今
だからこそできることを、市民の皆さまと一緒
に取り組み、一年を通じて明るい話題を提供

することで、鈴鹿市全体に活気を取り戻すよう
な年にしていきたいと考えています。
　そして、この80周年という年を新たな一歩
として、これからの新しい時代に「ＳＤＧｓ」、
「デジタルトランスフォーメーション」、「カーボン
ニュートラル」などの新たな考え方と技術を取り
入れながら、次の90周年、100周年と未来に
向かってさらなる飛躍につなげていきます。

新

　市では、令和4年2月市議会定例議会の開会にあたり、市制施行80周年を迎える令和4年度の
施政方針を示しました。今回の特集では、「鈴鹿市総合計画2023 後期基本計画」に沿って、市政
運営の基本方針を紹介します。

市南部地域の新たな消防分署と天名分
団の施設整備を一体で進めることにより、
地域における消防力を強化します。
消防団員の処遇を改善するとともに、消
防の活動現場における迅速性、確実性を
確保するため、通報時の状況を的確に把
握できる映像通報システムを導入し、市
民の皆さまの不安を和らげ、安心して暮ら
せるまちづくりを進めます。
沿岸部における民間の津波避難ビルの
新たな指定を行い、緊急避難場所の整
備を図るほか、感染症に対応した避難所
の開設・運営ができるよう取り組みを進
めます。
交通安全施設の維持管理および整備を
引き続き進めるとともに、交通安全教育や

啓発活動により、市民の皆さまの交通安
全に対する意識を高めることで、交通事
故のないまちをめざします。
防犯カメラの設置を希望する自治会など
への補助制度を創設し、地域が行う防犯
活動を支援することで、さらに事件や犯罪
のない、市民の皆さまが安心して暮らすこ
とのできる治安の良いまちをめざします。

令和4年度  施政方針令和4年度  施政方針
未来に向かって無限に輝ける鈴鹿市をめざします未来に向かって無限に輝ける鈴鹿市をめざします

「大切な命と暮らしを守るまち すずか」「大切な命と暮らしを守るまち すずか」

設置された防犯カメラ

ちゅうしん

2 2022・4・5



新名神高速道路へアクセスしやすい交通
利便性を生かして、現在、民間主導の土
地区画整理組合事業によって工業団地
（鈴鹿PAスマートIC椿工業団地（山本
町））の造成が進んでいますが、新たな優
良企業の誘致に向けて、本市の優位性を
広くアピールするとともに、企業の進出意
欲や動向を把握するためのアンケートを
実施します。
ものづくり産業支援センターにより、中小
企業の困りごとに対する支援、研究開発など

の支援に取り組むとともに、人材育成など
の研修を行うことで、後継者の育成につ
なげます。
新たに作成した鈴鹿市地
産地消推進ロゴマークを
活用して情報発信に取り
組み、消費者と生産者が
相互に理解を深めること
により、地産地消をさらに推進します。
コロナの影響により実施できていない市民
祭については、市制施行80周年記念とし
て、市民の皆さまが参加しやすい内容とな
るよう、新しい手法の取り組みについて補
助することで、市全体で盛り上げます。
ＥＣ（イーシー）サイトでの販売力の強化
や新たな商品、サービス、体験など、地域
活性化に関わる取り組みを発展させ、本
市への関係人口を拡大させるとともに、
「ふるさと納税」の寄附の増加にもつな
げます。

「活力ある産業が育ち にぎわいと交流が生まれるまち すずか」「活力ある産業が育ち にぎわいと交流が生まれるまち すずか」

持続可能な循環型社会の形成と温室効
果ガスの排出量を全体としてゼロにする
2050年カーボンニュートラルの実現に向
けた取り組みを推進するため、市全体の
温室効果ガス排出量の削減計画、再生可
能エネルギーの導入目標などを盛り込ん
だ、「鈴鹿市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）」を策定します。
市の事業から排出されるエネルギー起源
の二酸化炭素の排出量を削減するため、

新たに地域新電力会社を設立します。
汲川原橋徳田線の4車線化に継続して取
り組むとともに、鈴鹿四日市道路の整備
着手に向けて、平野三日市線、三日市地
子町線および玉垣若松線の整備などを
新たに進めます。
持続可能で利便性の高い地域公共交通
ネットワークを構築していくために「鈴鹿
市地域公共交通計画」を策定し、この計
画に基づき関係者と連携して施策に取り
組みます。
三重県内で初めて策定した「鈴鹿市優良田
園住宅の建設の促進に関する基本方針」
の利活用を図るとともに、都市計画の基本
方針として、将来都市構造や都市づくりにお
ける基本理念を示した「鈴鹿市都市マス
タープラン」の改定について、市民の皆さま
の意見もお聞きしながら作業を進めます。

「自然と共生し 快適な生活環境をつくるまち すずか」「自然と共生し 快適な生活環境をつくるまち すずか」

ものづくり産業支援センターによる人材育成研修

カーボンニュートラル社会形成に向けての講演会
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男女共同参画については、拠点である鈴鹿
市男女共同参画センターが開設20周年を
迎えます。ジェンダー平等を推進するため、
本市の拠点施設として、市民団体の皆さま
の活動と交流を、より一層支援します。

インターネット上の人権侵害に対応する
ため、モニタリング事業の充実を図り、誹
謗中傷や人権侵害の早期発見と管理者
への削除要請につなげ、不確実な情報
の拡散を防ぐ取り組みを推進します。

異なる文化的背景を持った方が、互いの違
いを認め合い、地域社会の構成員としてと
もに生活する社会の実現をめざして、多文
化共生推進指針の見直しに着手します。
市民の皆さまが主役のまちづくりを推進
するために、市内28の地域全てで設立
された地域づくり協議会への一括交付
金を引き続き交付することで、地域の実
情や特性を良く知る皆さまがそれぞれの
個性を生かして、地域の課題解決と理想
の姿の実現に向けて取り組む活動を支
援します。
無料通信アプリのＬＩＮＥを活用した新た
な手段を構築することで、市政情報や災
害情報などを速やかに届けられるよう、情
報発信ツールを充実していきます。
新たな行政課題に的確に対応できるよ
う、市職員の行政経営に対する意識を高
めるとともに、企画力、情報収集能力など
の政策形成能力の向上に取り組みます。

　少子化の進展に伴う人口減少やＩＣＴの
普及により社会の状況が急速に変化する
時代ではありますが、本年は市制施行80周
年を迎えます。これまでの歴史の中で先人
が培ってきたモノを継承し、新たな技術や様
式を取り入れ、元気に盛り上げていく一年に
したいと考えています。
　一方で、感染の拡大と縮小を繰り返す
新型コロナウイルス感染症は、依然として
終わりが見えていませんが、さまざまな工
夫と挑戦を続け、市民の皆さまお一人お
一人の協力を得ながら、市職員の力も結

集してコロナ禍を乗り越える年にしてまい
りたいと思います。
未来に向かって無限に輝ける鈴鹿市を

めざし、鈴鹿市総合計画2023のあらゆる
施策を着実に推進し、市民の皆さまに安心
して生活していただけるように、市政運営
に対する決断力とリーダーシップを発揮し、
力強い行政経営を進めてまいりますので、
引き続き、市民の皆さまのご理解とご支援
を賜りますようお願い申し上げます。

「市民力、行政力の向上のために」「市民力、行政力の向上のために」

※この施政方針は概要です。全文は市ホームページ（市長のページ＞施政方針）
（https://www.city.suzuka.lg.jp/mayor/houshin/index.html）でご覧いただけます。

今回の特集へのご意見・ご感想は総合政策課
　 382-9038　 382-9040　 sogoseisaku@city.suzuka.lg.jp

男女問わず理工系への関心を持ってもらう
ためのイベント「理工チャレンジ（リコチャレ）」







新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
当面の間、窓口での受け付けを中止します。

   次回の募集は６月５日号掲載分です
●原稿規格／タイトル15文字程度・本文80文字程度
●申込み／4月18日㈪から22日㈮までに、ファクス
または電子メール（　382-2219、　johoseisaku@

　city.suzuka.lg.jp）で情報政策課へ。なお、機
器故障や送信誤りなどによる掲載漏れ防止の
ため、ファクスで申し込みされた方は、電話で
情報政策課（　382-9036）へご連絡ください。
電子メールで申し込みされた方へは、電子メール
受信後、こちらから受信完了した旨を必ず返信し
ます。募集期間を過ぎても返信が無い場合は、情
報政策課へご連絡ください。

●注意事項／営業、政治、宗教活動と認められるもの
は、お断りします(企業・自営業者の活動を含む)。

※当事者間のトラブルについて、市は一切関与しません。
※同一主催者の掲載申し込みは1回1記事に限ります。

対象／幼児～高校生(親子可)　
とき／毎月第2土曜日 10時30分
から、13時から、14時15分から　
ところ／鈴鹿青少年センター　
参加料／茶菓子代程度　申込み／
電話で(当日参加可)

とき／4月23日㈯・24日㈰9時～
17時　ところ／鈴鹿ハンター1
階　サブコート　内容／山野草
の展示会と即売を行います。　
※新入会員募集中。初心者も大
歓迎です。

とき／4月17日㈰13時から　ところ
／ふれあいセンター　ふれあいホー
ル(南玉垣町6600)　内容／子ども
たちが日頃の練習の成果をソロ演
奏と連弾で発表します。ぜひ聴きに
来てください。　入場料／無料

とき／毎月第4木曜日10時30分～12時　ところ／
ほのぼのハウス(中旭が丘4-7-2)　内容／Jゴスペル
という日本人のためのオリジナルゴスペルで愛を
テーマに歌っています。年齢を問わず誰でも参加
できます。　参加料／100円　申込み／電話で　
※キーボードが弾ける方を歓迎します。

とき／4月12日㈫19時～21時　
ところ／白子公民館　内容／不
登校のお子さんをお持ちの親を
中心とした集まりです。心配なこ
とや気になることを一緒にお話
しましょう。　参加料／100円

とき／4月17日㈰12時30分～16時
30分　ところ／イスのサンケイ
ホール鈴鹿　内容／日本舞踊の
発表　入場料／無料　※皆さん、
ご来場ください。

対象／どなたでも　とき／火・木・土・日曜日
19時～21時　ところ／市武道館、神戸高校
ほか　内容／元気に楽しく礼法と受身を身
に付けて、相手を思いやる気持ちと強い体
をつくりましょう。　申込み／電話または
ホームページ(鈴鹿錬成会で検索)で

対象／ひとり親家庭の親　とき／5月10日㈫～
6月17日㈮　ところ／三重県母子・父子福祉セ
ンター会議室(津市桜橋2-131)　定員／昼・夜
コース各10人　参加料／無料　申込み／4月11
日㈪から28日㈭までに、三重県母子・父子福祉
センターへ　※詳しくは、お問い合わせください。

とき／4月23日から毎週土曜日(全10回)　
一般初中級・ジュニア(小学生)18時から、一般
中級・初級(中学生以上)19時20分から　とこ
ろ／市立テニスコート　受講料／ジュニア
5,000円、一般6,500円(保険料別途)　申込み
／住所、氏名、年齢、連絡先、クラスを電子メールで

とき／毎月第3木曜日　内容／鈴
鹿市を中心とした県内で、明る
く・楽しく・学ぶことをモットーに、
ウオーキングを行っています。一
緒に始めましょう。　※詳しくは、
お問い合わせください。

とき／毎週月曜日13時～15時　ところ／社会福
祉センター大会議室　内容／腹式呼吸法による
スポーツ吹矢で健康づくり、仲間づくりをしましょ
う。車いす、歩行杖使用者および健常者も参加で
きます。　参加料／年4,500円　※詳しくは、電話
でお問い合わせください。体験や見学もできます。

対象／どなたでも　とき／4月12日㈫
～14日㈭9時45分～12時　ところ／労
働福祉会館(神戸地子町388)　内容／
塗装工事の前に消費者が知っておくべ
き知識を分かりやすく説明します。　
参加料／無料　申込み／電話で

磯路会
増井 　080-3281-0562

鈴鹿山野草の会
別府 　090-9029-4886

あさい音楽教室　 385-4388

ロバの子ゴスペルクラブ
　090-9915-6972

つぅの会
保井 　090-4185-1514

坂東伊順 　382-8262

川﨑洋平　　090-7609-2450　　　384-3741

三重県母子・父子福祉センター　 059-228-6298
　https://sanboren.wixsite.com/3bosicenter/training

鈴鹿テニス協会　橋本大
　090-9175-8945　   nfdwy463@yahoo.co.jp

ウオーキングサークル楽歩
古川　 090-1279-3607

三重県障がい者スポーツウエルネス吹矢協会
鈴鹿支部　藤本治市　 090-5037-4968

(一社)市民講座運営委員会
 　0120-689-419

鈴鹿こども茶道教室

春の山野草展示会

あさい音楽教室
ピアノ発表会

旭が丘Jゴスペルクラブ

鈴鹿不登校を考える
親の会

坂東流一葉会
発表会

鈴鹿錬成会
柔道教室　生徒募集

ひとり親家庭のための
パソコン(Word)講習

春季テニス教室
受講生募集

ウオーキング楽歩
新規会員募集

スポーツ吹矢を一緒に
やりましょう

屋根・外壁塗り替え
セミナー









教育指導課　382-9028　383-7878　
　 kyoikushido@city.suzuka.lg.jp
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　サーキットでのレース観戦に欠かせないのが場内実況放
送です。語り手であるレースアナウンサーは順位やタイムのみ
ならず、さまざまな情報を正確に伝えることが求められます。
　田中康

やす

夫
お

さん（66歳 東員町）は、そんなレースアナウン
サーを陰で支えるオフィシャルとして、なんと48年のキャリ
アを持っています。きっかけは、中学・高校生の頃、レースが
好きで何度も投稿していたラジオ番組でした。熱い思いが
番組パーソナリティの矢

や

橋
はし

  昇
のぼる

さん（当時の鈴鹿サーキット
レースアナウンサー）の目にとまり、鈴鹿サーキットでのアシ
スタントとして抜擢されたのです。
　当時は今と違って、映像やタイムモニターもなく目視で実
況しなければなりませんでした。加えて周辺取材や規則の
勉強などで、膨大なデータとノウハウを積み上げなければ
ならない中、気がつけば半世紀近い時が流れていました。
　「オファーがある
限りこれからも続
けていきたいです
ね」と語る田中さ
ん。今も鈴鹿サー
キットの歴史とドラ
マを放送室からお
届けしています。

モータースポーツお宝探検隊　vol.12

■中野能成（鈴鹿モータースポーツ友の会　事務局）

　「春の訪れを感じるものは何ですか？」その
問いに皆さんは何を思い浮かべるでしょうか。
梅や桜などの開花、雪解けや春一番といった
自然現象、卒業式や入学式といった季節の行
事など、きっと皆さんそれぞれに感じるもの
は異なると思います。
　私は、特に「鈴鹿の春の訪れ」を感じるものとし
て、以前に何度か取材したことがあるコウナゴ
の水揚げが真っ先に思い浮かびます。残念なが

らここ数年は禁漁が続いていますが、仲買人の威勢の良い競り
の声が、まるで春の訪れを告げるかのように耳に残っています。
　四季の変化に富む日本では、それぞれの季節に旬の味覚
はありますが、特に春の味覚には人の心を踊らせる特別な意
味合いがあるような気がします。
　折しも、鈴鹿市では地産地消を推進するためのロゴマーク
を作成しました。この春は地元の旬の食材でおいしい春を感じ
てみてはいかがでしょうか。（正）

▲鈴鹿サーキット放送室にて

鈴鹿の

～データでみる80年～

レガシー

鈴 鹿 市 の 市 域
　鈴鹿郡と河芸郡の2町12カ村が合併して誕生した当
時の鈴鹿市の面積は、103.60㎢でした。その後、隣接す
る村などの編入合併などにより市域を拡大してきました。
さらには、国土地理院による面積値の改定や公有水面の
埋め立てを経て、現在は194.46㎢（80年で約1.9倍）と
なっています。

●市域（面積）推移のグラフ

と　　き 面積（㎢） 備　　考 
1942（昭和17）年12月1日 103.60 市制施行時 
1954（昭和29）年8月1日 126.73 河芸郡栄、天名、合川村合併 
1954（昭和29）年12月1日 130.23 亀山市井田川地区の一部合併 
1957（昭和32）年4月15日 157.86 鈴鹿郡三鈴村の大部分合併 
1957（昭和32）年6月15日 165.28 鈴鹿郡鈴峰村の一部合併 
1957（昭和32）年6月15日 154.88 鈴鹿市小岐須町、小社町分離 
1967（昭和42）年4月1日 195.88 鈴鹿郡鈴峰村合併 

現在　 194.46  
出典：鈴鹿市統計要覧（平成31年度）

●市域（面積）推移の詳細な内容

●地図で見る市域の変化

　1942（昭和17）年12月1日に誕生し、今年で市
制施行80周年を迎える鈴鹿市。80周年にちなみ、
このコーナーでは本市の発展を振り返ります。

▶
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